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沖縄に関ナる日米協懇委員会

第 I{l回会合

墜長用メ モ

昭和1/-3年 7月／日

（着席）

（報道関係者は 、あらかじめ所定の位置紅入

場、写真撮影の 後 退 場 ）

/. (開会及び懇事日程採択）

「只今より、沖縄匠関する協諮委員会の第

／＃回会合を開催 い た し ま す 。 J

（通訳）

「まず、ジョンソン大使から米側臣席者G'_J御紹介が

あ る と 承 知 し て おります。大使どうぞ。 J

（ここで、ジョ ンソン大使より、米側出席者

ー氏名列挙のこと一紹介）

「大使、ありが とうござい吉した。私は、本

委員 会 〇 諮 長 と して、また日本側を代表して、

アンガー高等弁務官、バージャー公使、スナイ

ダー渉外局長及びカニンガム書記官 (/..J参加を歓

迎 いたします。 j



（遼訳）

「それでは、

します。 茶手許忙苓配り

本日の褻題匠ついて茶誼りいた

した懇事日程応御異鬱

ありませんか。

（逓

J
 

訳）

（米側より異芭なき旨発言）

「御異陀がなければ、 これ忙て懇事を進めま

す。 J
 

（適 訳）

品 沖編と本土と四一体化）

「それでは、底題／や沖縄と本土との一体化

侭ついて(/_.)討巴に移ります。

去る 3月¥/日 (j_J第 1回会合以降

（記題 I

まず、 了ンガー高

等 弁務官より、

動匹ついて、

今日まで (j_)高等弁務 官侭文iす る 諮 問 委 員 会 の 活

報告があると承知して森りさす。

アン ガ ー 高 等 弁 務 官 どうぞ。 J
 

（透

•. 
（アンガ一高等弁務官報告）

訳）

（通． 
訳）
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「アンガー高綽弁務官ありがとうございまし

た。日本側を代表しまして、日米琉諮問委員会

が発足以来の活澄な活勁を通じて、沖纏と本土

と (i'_) 間む一体化む 促進に大きな貢献をしている

こと忙対し、日本政府としても深く満足してい

ることをお伝えするととも侭、同委員会の活動

匹 対する高等弁務官 C7_)御理解と御箇力匠感謝い

た し呑 す。 日本 政府としては、今稜とも、諮問

委員会の場を十分活用し、沖綱と本土と四間乙

一体化四促進悴努力して行く決意であります。

ここで i 田中総務長官から、一体化如今後(/_)

逢め方忙関する日本政府む基本的考え方忙つい

て説明があると承知しており玄す。田中総務長

官どうぞ。 j

（通訳）

（田中総謗長官発言）

（適訳）
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3. (誤題 2 昭和 f/.1/-年 度 日 本 政 府 対 沖 縄 援 助 ）

「ありがとうございました。次に瞬題 2昭和

Lj.. 1/-年度日本政府対沖縄援助紅移りたいと思い

ます。

ジョンソン大使 より、御発言があると承知し

て おります。ジョンソン大使どうぞ。 J

（通訳）

（ジョンソン大使発言）

｛遁訳）

「ジョンソン大使ありがとうございました。

日本政府の来年度対沖網援助匹つきましては、

目下検討中の段階であり、この時点で確定的な

ことは申せ夜せんが、今後検討を進めて行く過

程忙姦いて、ただい夜のジョンソン大使の御発

言の 点も 含め 、慎重侭検討して行きたいと考え

ます。 J 

（酒訳）

'I-. (議題 3 国政参加）

「 次 に 議 題 3の国政参加に移りたいと考えま

す。
- 4 -
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施 政 権 返 還 匹 備 えて、沖縄と本土との一体化

を進めて行く過程胚汝いて、本土妬姦ける沖縄

政策の決定忙なんらかの形で沖縄住民の意見を

反 映 せ し め た い と いう沖纏住民の願望尻は、十

分理解しうるものがありきす。

さらして主席公選実現後、沖縄をめぐる政治問

題ゆ中心は、国政参加問題匠あるといつても過

言ではなく、本問題の帰すうは、今後の沖綱住

民の日米芭力体制忙 対 す る 基 本 的 態 度 忙 影 轡 す

る とこ ろが きわ めて大きいと考えられます。従

つて、この段階でな ん ら か ゆ 形 で 沖 縄 住 民 の 国

政参加を実現することが望ましいと考えます。

日本側妬油いても、国内法上の問題等国政参加

妬係わる諸問題胚つき、目下検討を進めており

ます。この機会侭日本側を代表して、本問應め

早期実現方匹つき、米国政府の好意的配慮を姦

頴いいたしさす。

ここで田中総務 長官より御発言があると承知

し ております。田中総務長官どうぞ。」

（源訳）
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（田中総務長官発言）

（適 訳）

ございました。

ョンソン大使より御 発 言 が あ る と 承 知 し て お ヽ り

「どうもありがとう ここで、ジ

ます。

（酒

ジョンソン大使どうぞ。

訳）

、,̀』 ジョンソン大使発言）

』（通 訳）

々i （議題 L/-

J
 

インドネジア水域如姦ける沖縄漁

船の安全操業問題）

「どうもありがと う ご ざ い 吉 した。 次に、 苧
畝

題＃ 四 イ ン ドネシ ア 水 域 忙 森 け る 安 全 操 業 問 題

妬移りたいと考えます。

日本側を代表して、 本問題に関する最近の日

本，ヽ •イン ドネジ了両政府間交渉の経緯を御説明

した い と 考 え ま す 。
ジャカルタでの日本とイン

ー・~ で`碍

ドネシす＇との間の漁業委員会に姦いて、
,,,~ 

ネツア周辺水城妬おける日本漁船の操業問題に

インド

つき、 昨年末以来日 「イ」双方の法律上の立場
. ,, ョ
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はそれぞれ留保したまま、実際的解決をはか

るため話し合いが行なわれてきた。これ

までのところ、港濡施設を使用するための料金

として 7 0 トン未満の漁船匠ついては 3 0 0 ド

如、 7 0 トン以上幻漁船忙ついーては 39 -0 ドJレ

を支払うこと陀より 、 .2.5 0集 の 漁 船 が 年 間 ／

万ぷ 0 0 0 トンの漁獲をあげることが合意され

ている力:、そ(/_)他若干〇問題忙ついては末だ最

終的合意が成立していない。日本政府としてはかね

てより沖縄漁船妬ついても日本漁鉛匠関すると

同一方式で、早急に解決することが望ましいと

の立楊をとつてきた。

沖縄漁船の操業問題匹ついては、 5月/6 日

付在京米国大使館 G'.J口上書の趣旨忙かんがみ、

隻数及び漁獲高胚 つ い て 本 土 ］ 魚 鉛 の 外 枠 と し て

その解決をはかると心原則て、日本政府がイン

ド ネ ジ ア 政 府 と 折衝することを申入れてきたが、

インドネジア政府は最近匹至りこの原則に同意

した。

沖綱漁船の過去の実績にかんがみ、沖継の関

- 7;... ― 
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係者は 70隻の漁船匠よる年間 5;o a oトンの

漁獲高を確保したいとの希望を表明しているの

で、 6月 2 る日の会合でこの旨インドネジア政

府 妬 提 案 し た と ころ、インドネジア政府はこれ

を ta,ke no七e する 旨述べた。そこで ,2 9 日の会

合で日本政府は、沖縄漁業者の代表の参加営え

て、沖縄漁船の操業の実績を説明することを提

案した次第であり 、 可 及 的 す み や か に 関 係 者 す

べ て fit[納得 C0ゆく解決忙到達するよう最大 （o努

力を続ける所存である。］

（韮訳）
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「最餃夜、

陪クいたします。

を含手許忙姦配り

関係者に配付し、 それ忙よつて説明を行なう

と と し た い と 考 えますが-.

（遼

（米側よ

「では、 只今申しこげた

と ;:1:-.-.. り運ぶことして決定いたしました。 ,
I
i
1
 

（這

冗 閉 会

--訴詞発表についての合意）

詣題 5の新弯発表振り紅ついて食

訳）

訳）

事務当局で用意した発表文案

してありますが、

「本日 0..J委員会は、

これを報送

こ

御 異 睾 あ り ま せ ん ちj

り同意する旨表明）

新開発表紅ついては、

皆榜 (7_)御 協 力 を も つ て さ

わめ・て円滑忙議事を進めることがでさました。

皆様 (f.J御蕊力を感謝いたします。第『／＃匝屈謬

これ をもつて閉会いたし支ナ。委員会は、 )‘ 
1
じ
‘
-ぁ―

がとう

酒・‘,． 

ございました。

訳）

J
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沖縄陀関する日米協懇委員会

の第 I1/-回会合

賎事 日 程 ｛案）

昭和J/.3年7月1日

芦事日程の採択

／． 沖縄と本土との一体化

(1) 日米琉諮問委 員会の活動に関するアンカー

高 等 弁 務 官 の 報 告

図 一体化の基本方針

2. 昭和＃＃年度日本政府対沖縄援助

3. 国政参加

!./-• イン ドネ ジア 水域 tic汝ける沖網漁船の安全操

業問題

.). 新聞発表陀ついて（/_)合意

秘；
釜胡汲
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珈~aft A瞑痺二

Adoption of Agenda 

1 •. 宜TAIKAbetween Oki祖 waand Japan proper. 

(a) A Re匹 rtof General Unger, Hiゆ Con皿issionerof the 

Ryukyu Islan::1s, on the activities of the Advisory 

Committee to the High Commissioner .... 

(b) The basic policy for the promotion of ITTAIKA. 

2. The Japanese Govern.rnent ts assistance program to the 

Ryu切uIslands for JFY 1969. 

3, Diet participation. 

4. ~- Operation of Ok江 awanfishing vessels in the 

waters between the Indonesian islands. 

5. 組-¥greementon Statement to the press. 
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沖縄忙関する日米協諮委員会

第／＃回会合忙念ける田中総

務長官発言

（議題 /.(2) 一体化の基本方針）

昭和f/.3年 7月／日

／． ただいまは、アンガー高等弁務官から佐藤・

ジョンソン共同声明に基づいて、今日まで進め

ら れ て き た 本 土 と沖縄の一体化施策忙ついての

日米琉諮問委員会の活動状況妬つき詳細な報告

がなされました。

去る I月私が沖縄を訪問してアンガー高等弁

務官と会談した際、高等弁務官は、沖縄は日米

両国にとつて新時代を迎えたのであり、今後は

沖縄の本土復帰にそなえて、一体化施策を大い

忙進めよう、そむため匹は日米琉諮問委員会を

大い忙活用してい き た い 旨 を 私 妬 申 さ れ ま し た 。

私も、当時高等弁務官の意見と全く同感であっ

たのであり吉すが、ただいまの報告を拝聴して

意を強うし、アンガー高等弁務官の御努力を多

とするものであります。今後さら忙この一体化

施策が日米琉 3政府の協力によつてさらに具体

・,, 



的、かつ、実質的 な も の と し て 計 画 的 匹 強 く 推

進されることを期待してやみません。

:z. 本土と沖縄の一体化施策の具体的内容及びそ

の進め方等胚つい ては、・ただいまも御説明のあ

りました日本政府調査団の報告書陀よつて一層

明らかにされるところと存じますが、私は、ベー

体化誨策の内容として、沖縄の特定行孜分野の

水準の向上、あるいは特令~福祉分野のレベ Jぃ．．

アップが重要な施策であると思いますが、同時

尻、 「沖縄の本土 復 帰 胚 備 え て の 摩 擦 や 困 雛 J

を除去するという意味からいえば、琉球政府の

現に果している国政事務はしばらく別として、

琉球政府及び市町村を本土の県及び市町村 0 体

制忙逐次切りかえて行くための慎重な準備、す

なわち、沖縄妬念ける全行政、財政分野を含め

た制 度面 での 本土との整ー化ないし統合化の準

備の重要性も忘れ今~ てはならないと存じます。

このようにみるとき、今後の本土と沖縄の一

体化施策の遂行忙 伴 う 諸 問 題 の 処 理 に あ た つ て 、

私は、沖縄の施政楕をもつて姦られる米側に念

-2-
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いて、深い理解 と弾力的な態度を示されるよう

望みます。

3. 最後に、今秋は主席公選及び立法院誤員選挙

を ひか えて 森り主す。本土政府としては、かね

てから沖縄に政治的安定がもたらされることに

強い関心と期待を持つてきたので多り杢・して、

今 後と もこ れがためできる限り四努力をいたし

たいと存じます。米側忙忠っかれても、さきの本

土の適常国会に苓いて論試のありました基地周

辺陀惹起する問題等施政上のさまざまな問題の

処理忙あたつては、特に格別慎重な態度をもつ

て臨まれるよう、私はこ四際茶願いいたす次第

であり注す。

ありがとう存じ夜した。
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沖縄に関す る日米橙鰈委員会

第 If/. 回会合における田中総

務長 官 発 言

（誤題3 国政参加）

欲
~-期限

昭和1/-3年 7月1日

さき 忙三 木大 臣から申されました沖縄住民の国

政参加忙ついて私からも一言申し添えたいと存じ

ます。

沖縄の人々が本土復帰匠そなえて、本土と沖網

(/..J一体化施策や困難な沖纏経済の将来計画等匠つ

い て、沖縄住民の意見をなんらかの形で日本の国

会に反映したいという願望は、沖縄の今日までの

歴史尻てらしても、私どもとしては強い共感をも

っO'_) であります。また、この問題が今秋にかけて

の沖縄で(/_)ー大政治課題となつてきている点をも

考慮し 、私 は施 政権者としての米側としても問題

があり 、ま た受 入れる日本側侭も種々問題のある

ことは承知して沿りま す が 、 こ の 問 題 陀 つ い て で

きる だけ早期に、日米双方 C7_J満足しうる合意忙達

することを強く期待するものであり・ます。

・,, 
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た

。

3

段

階

に

沿

い

今

秋

で

き

る

だ

け

早

い

時

期

に

、

こ

れ

に

関

連

し

て

同

大

使

は

、

保

偲

及

び

社

会

福

祉

の

面

で

め

て

今

後

十

分

検

討

し

て

行

き

た

い

と

述

べ

た

。

三

木

外

務

大

臣

及

び

田

中

唸

務

長

官

よ

り

、

て

な

ん

ら

か

の

形

で

乙

沖

縄

住

民

四

国

政

参

加

が

望

ま

し

的
な
問
題
の
解
決
花
つ
き
検
討
し

3

で、
r

日

本

側

と

し

て

も

、

法

律

上

の

問

題

等

国

内

国

政

参

加

問

題

匠

つ

い

て
、

体

化

侭

重

点

を

姦

い

て

厄

し

い

旨

要

望

し

、

日

本

側

よ

り

そ

れ

ら

の

点

を

含
の

本

側

の

来

年

度

援

助

の

具

体

的

な

考

え

方

を

示

さ

れ

る

こ

と

が

望

ま

し

い

と

ヨ

ン

ソ

今

後

Q

一

体

化

の

具

体

的

計

画

に

念

け

る

力

す

る

旨

述

べ

た

。

後

一

体

化

の

進

展

忙

伴

い

生

ず

べ

き

諸

問

題

匹

つ

き

、

ジ

ョ

ン

ソ

ン

大

使

は

、

組

織

的

．

匹

具

体

的

な

し
た
。

こ

れ

を

歓

迎

す

る

と

と

忠

如

、

• 日

米

側

と

し

て

も

今

弾

力

的

な

態

度

で

協

添

化

施

竺

を

講

じ

て

行

く

必

要

が

あ

る

こ

と

を

強

調
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な

ぃ
が
ヽ

米

国

政

府

陀
f

装
い

国

政

参

加

問

題

は

米

菌

政

府

に

と

つ

て

も

多

く

の

困

難

な

問

題

を

含

ん

で

森

こ

の

場

で

日

本

側

の

要

請

に

対

す

る

明

確

な

回

答

を

す

る

こ

と

は

で

苔

りヽ

米

国

政

府

と

し

て

は

r

ほ

し

い

旨

答

え

た

。

そ

3

早

期

実

現

忙

つ

ぎ

r

そ

れ

尻

対

し

ジ

ン

大

使

は

、

日

本

側

3

検

討

3

結

果

を

逐

次

通

報

し

て

的

配

慮

を

し

て

ほ

し

い

と

要

請

し

た

。

て

い

る

旨

述

べ

、

て
も
、

ョ

ン

ソ

好

意
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CONFIDENTIAL 

（加ヰt)

元~-滋，翠6£_Qか●• t,hO l,L,、tJ:1He.et; 拉認＿虚
tho Consultative C or; 皿ttteeon 0~ 卑

July 1, 1968 

1. The Fourteenth Meeting of the Consultative Ca皿mitteeon 

0血 awawo..s held at the Ministry of Foreign江 fairsat 10 o 1 clock 

on July 1, 19紹. Foreign Minister麟 ool牡kiand Director-

General To.tsuo Tanaka of the P四皿elifinister's Office represented 

the Japanese Govornnont平麟assadoru. Aloxi;;i Johnson and High 

Ca皿nissionero団 theRyu.k'"JU Isl皿 dsLt. Gener直瓦T.Unger 

represented the United States Government at the Heeting, 

2. _In the c訊1.rseof discussions at the Meeting, the following 

exchill1ge of views took place with respect to questions related to 

the promotion of 11IT暉 N伍11(integro..tion皿 c1identification) between 

O:V..innwa and J a翌anproper. 

General Unger皿 泣oa relJort toもheConsulto..tive Co皿1itteeon 

the activities of tho Advisory Committee to the High Ca皿:i1issioner

of the R;y苓 1Islands in the period since its establishment on 

11iarch 1, 1968. Both the Japanese and血 ericru1p江 ticip皿 tse.t 

the 1-i.oeting recognized uith satisfaction thnt the i'¥.dvisory Co皿〕ittce 

has been 1皿 kinggreat contributions to the promotion of 11ITTAI皿"

between Okinawa Etlld Japan proper. 

Director-Goner叫 Tanako.presented tho views of the Government 

of 
'' 

;' 
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of Japan on the q辺estionof 11ITTAIKLl1 and ompho..sized t塩も inthe 

釦 tlU'Oc ourso of the implc3m.entation of llITTAI泣~11 progra謳， measures

should be tuken in n. com.prohensiv,e and syste皿 tic皿江mer-with close 

cooperation邸 ongthe Gover皿 entsof Japan, the United Stat0s o.nd 

tho Ryukyu Isl皿 ds.

Ambassador Jolmson welcomed thG statement of the Director-

General andsもo.tedthat the United States is nrepared to extend 

cooperation in o. flexible manner toward tho solution of problems 

which血 ght盆 isoin the future course of tho promotion of 1『ITTJ;,,IK/111・

3. f芦 ussadorJohnson further e正phasizedtho :i.:m.port這 ceof the 

Japanese Government assistance progrrun in the imple1!1entation of 

"ITT.AI訟Yprogr皿 sand stated that it would be desira.ble if the 

Japo且esoGovcr:ru:1.ent could give so.r20 indication of the details of 

its planning with respect to tho Ja穿meseassist血 ceprogram for 

the next fiscal year at the earliest possible date this autumn. 

In this connection, the血 bassadorsuggested that priority bo given 

to 11ITTAI1伍n in the field of health ana. socio.l we追 arc. The 

Japanese side stated tho.tit would give active consideration to 

the Ambasso.de州 ssuggestions, 泣 thp皿七icularattention to his 

proposal concerning 11ITTAI血 11in the field of he祉 thand social 

welfo.re. 

4. With respect to the question。f11Diet p皿 ticipation11,Foreign 

託i.nistorMiki and Director—知neraユ Tanaka stated tl皿tOkinawan 

匹迂ticinatian

iヽ

・,. 



•' 
” 

-3 -

participation in some form in tho deliberations of the Jape謳 se

Diet would at t坦sstage be desirable, 皿 dthat study is being given 

by the Japetnese side to the solution of the leg吐 andother problems 

which would be involved domestically, li.ccordingly, the two 

Mini-sters o.sked that the United States Gover四nentgive fa.vor1;;,.ble 

consideration to the early realization of Okinawan participation 

in the Japanese Diet. Ani..bassador Johnson・stated that he is not 

in a position to make any comment on tho Japnnc戸esuggestion 8.t 

this stage, ・since the question of 11Diet participaもion11involves 

nurnerous difficulties for his Gover:ni11ont. The ti皿bn.ssadoradded 

that the United States Government wishes to be kept informed of 

the progress of the study of this q).:testion by the Japanese side. 

;' 



沖縄に関する日米善膜委員会

（第／り- 回）出席者

昭和LJ-3年 7月1日

日本側

三木 武夫 外務大臣

田中 龍夫 総理府総務長官

東郷 文彦 外務省アメリカ局長

山野 幸吉 総理府特別地域連絡局長

大 河 原 良 雄 外務省アメリカ局外務参事官

加籐 泰守 総理府特別地域連絡局参事官

及川 認三 総理府特別地城連絡局総務課長

千葉 一夫 外務省アメリカ局北米課長

米 側

U ・アンクジス・ジ．ョンソン 駐日大使

フェ Jレディナンド・ T-.アンガー 琉球諸島高等弁務官

ハーマン・バ．ージャー

リチャード・スナイダー

ウィリ了ム・］・ヵニンガム

ジェームズ・・ J ;. ウィッケ Jレ

米国大使館公使

琉球諸島米国民政府渉外局長

米国大使館ー等雰記官

II 二等書記官
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The 14th Meetin巨of
the Consultative Cammi ttee 

on Okinawa 

July 1, 1968 

Participants 

Japanese Side 

Hon. Takeo Miki 

Hon. Tatsuo Tanaka 

Mr. 芦 ihikoTogo 

Mr. Kokichi Yamano 

Mr. Yoshie Okawara 

Mr. Yasumori Kato 

Mr, Kenzo 0江 awa

Mr. Kazuo Chiba 

Minister for Foreign江 fairs

Director-General, Prime Minister's 
Office 

Director_G四neral,皿ericanAffairs 
Bureau, Jv且nistryof Foreign紅 f益rs

Director, Special Areas Liaison 
Bureau, Pr血eMinisterts Office 

Assistant Director, .4merican Affairs 
Bureau, Ministry of Foreign Affairs 

Counsellor, Special Areas Liaison 
Bureau, Prime Minister Is Office 

Head, Generalば fairsDivision, 
Special Areas Liaison. Bureau, 
Prime Minister1s Office 

Head, North細 ericaDi吐 sion,
細 ericanAffairs Bureau, 阻且nistry
of Foreign Affairs 

U.S. Side 

H.E. Mr, U. 且 e注 sJohnson 

Lt. Gen. Ferdinand T. Unger 

Mr. Herman Barger 

虹nbassadorof the United States of 
血 erica

High Commissioner of the Ryukyu 
Islands 

Minister for Economic and Commercial 
Affairs, Embassy of the United 
States of紅nerica

？
 



Mr. 豆chardSnyder 

Mr. 祖lliamJ. Cunningh皿

Mr, James J. Wickel 

; . 
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Director, Liaison底partment,
United States Civil Administration 
of the Ryukyu Isl竿 ds

First Secretary 1 皿 bassyof the 
United States of .America 

Second Secretary, Embassy of the 
United States of紅nerica



第 I'I-回日米協誤委員会

座席配置

昭和I/-3年7月1日

外務大臣接見室に念いて

千葉 北米課長 O 

大河原外務参事官 01 10 スナイダー渉外局長

(Richard Snyder) 

東郷アメリカ局長 OJ JO アンガー高等弁務官

(Ferdinand T. Unger) 

三木 外務 大 臣 0, 

゜
ジョンソン大使

Cu疇 Alexis Johnso~) 

田 中 総務長官 01 I 

゜
バージャー公使

(Herman Barger) 

山野 特 連 局 長 01 10 ヵニンガ．ム書記官

l ’ William J. Cuningham) 

加籐総理府参事官 01 10 ウィッケル書記官

(James J. Wickel) 

I 
及 JU総務課長

゜

4
.
 ，

 
．
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沖縄に関する日米協態委員会

第 ILJ. 回会合

鬱長 用 メモ

昭和'I-3年 7月1日

（焙席）

（報道関係者は 、あらかじめ所定の位置匹入

場、写真撮影の後退場）

/. (開会及び懇事日租採択）

「只今より、沖 縄忙関する協瞬委員会の第

I L/-回会合を開他いたします。 J

（遥訳）

「まず、 ジョンソン大使から米側出席者(7_)御紹介が

あ る と 承 知 し て おり走す。大使どうぞ。 J

（ここで、ジョ ンソン大使より、米側出席者

ー氏名列挙のこ と一紹介）

「大使、ありが とうございました。私は、本

委員会の懇長として、また日本側を代表して、

アンガー高等弁務官、バージャー公使、スナイ

ダー渉外局長及びカニンガム書記官む参加を歓

迎いたします。」



（逝訳）

「それでは、本日の諮題について姦諮りいた

します。蕊手許忙念配りした懇事日程に御異懇

ありませんか。」

（遁訳）

（米側より異巴な登旨発言）

「御異陀がなければ 、これ胚て懇事を進めま

す。 J

（通訳）

2. (訟題／ 沖縄と本土との一体化）

「それでは、麟題 IV_J沖縄 と本 土と の一 体化

匠ついて心討臼忙移ります。まず、了ンガー高

等 弁務官より、去る 3月 1日 (J_J第 1回 会 合 以 降

今日まで (j_j高 等弁謗官妬対する諮問委員会の活

動忙ついて、報告があると承知して、おりさす。

了ンガー高等弁務官どうぞ。 J

（透訳）

（アンガー高等弁務官報告）

｛涸訳）

- 2 -
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「アンガー高等弁移官ありがとうございまし

た。日本側を代表しまして、日米琉諮問委員会

が発足以来の活澄な活励を渥じて、沖縄と本土

と (j_)間む一体化む 促進に大ぎな貢献をしている

こと妬対し、日本政府としても深く満足してい

ることを坂伝えするとと忠胚、同委員会の活勁

に対する高等弁務官の御理解と御協力に感謝い

たし注す。日本政府としては、今後とも、諮間

委員会の場を十分活用し、沖腿と本土と 17_) 間乙

一体化の促進忙努力して行く決意であり夜す。

ここで、田中総務 長 官 か ら 、 一 体 化 (j_j今後 V_)

遮め方忙関する日本政府幻基本的考え万侭つい

て説明があると承知して森り空す。田中総務長

官どうぞ。 J

（通訳）

（田中総務長官発言）

（酒訳）

-3-
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3. (墜題 2 昭和 f/.I/-年 度 日 本 政 府 対 沖 縄 援 助 ）

「ありがとうございました。次に讃題 2昭和

I/-1/-年度日本政府対沖縄援助に移りたいと思い

ます。

ジョンソン大使 より、御発言があると承知し

て姦ります。ジョンソン大使どうぞ。」

（通訳），

｛ジョンソン大使発言）

（逓訳）

「ジョンゾン大使ありがとうございました。

日本政府の来年度対沖縄援助匠つきましては、

目下検討中の段階であり、この時点で確定的な

ことは申せをせんが、今後検討を進めて行く過

程妬姿いて、ただいまのジョンソン大使の御発

言の 点愈 含め 、慎重匹検討して行きたいと考え

ます。 J

（透訳）

1/-. (誤題 3 国政参加）

「 次 に 議 題 3の国 政参 加に 移り たい と考 えま

す。
- 4 -



施政権返還に備え て、沖龍と本土との一体化

を進めて行く過程に姦いて、本土に茶ける沖縄

政策の決定になんらかの形で沖縄住民の意見を

反映せしめたいとい う 沖 縄 住 民 の 願 望 に は 、 十

分理解しうる忠のがあります。

さら妬主席公選実 現後、沖縄をめぐる政治問

題の中心は、国政参加問題匠あるといつても過

言ではなく、本問頸む帰すぅは、今後 (1_) 沖綱住

民の日米芭力体制胚対する基本的態度に影響す

るところがきわめて大きいと考えられます。従

つ て、こ 0 段階でなんらか G'_)形で沖縄住民の国

政参加を実現するこ と が 望 ま し い と 考 え ま す 。

日本側匹苓いても、国内法上の問題等固政参加

妬係わる諸問題につき、目下検討を進めて苓り

きす。こむ機会忙日本側を代表して、本問塵め

早期実現方匹つき、米国政府の好意的配慮を茶

願いいたします。

ここで田中総務長官より御発言があると承知

して姦ります。田中総務長官どうぞ。」

（通訳）

- 5 -
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・（田中総務長官発言）

（通釈）

「ど 9もありがと 9ございました書ここでジ

疇ンプン大使よク御発言があると承知してお b

ます。ジ霙ンソン 大 使 ど 9ぞ．遷 j

（通訳）

（ジ葦ンブン大使発言）•

｛通訳）

. s (議題 4 インドネッア水域における沖縄漁

船の安全操業問題）

「どうもありがとうございました。次に議題

lJ. eJインドネツア水城における安全操業問題に

- 6 -



インドネジア水域 忙 お け る 沖 縄 漁 船 (7.J操業問題

に言及したい。

本土漁船についてむ対インドネジア交渉はよう

やく最終段階花きているが、日本政府は、施政権

者たる米国政府む了 解をえて、沖縄漁船も本土漁

船と 同様 の条 件で 操業できるようインドネジア政

府と話合つている。

詳細は事務当局から米大使館厄連絡している (7_)

で、こゆ席では省略するが、米側匠姦いても、わ

が 方 が 本 件 対 イ ン ドネツア交渉匠折角努力中なる

こと を 念 頭 妬 お い て貰いたい。＼--

;' 



I 
と・ （醇題』-ヽ～羞聞発表花ついての合意 ）

 
「最も(:ci,r、

諮りいたしきす。

際頸 3 の 新 匹 究 表 振 り 紅 つ い て 歪

事務当局で用意した発表文案

を茶手許陀姦配りしてありますが、

悶係者に配付し、

これを恙茫

それ iて よ つ て 説 明 を 行 そ う こ

ととしたいと考えま す が 、 御異議あり吉せんら」

（ 遥 訳）

（米側よ

rでは、

と森り運ぶこと匠決定いたしました。

（遼

7
L
 

閉 会

り同意する旨表明）

新間発表侭ついては、

がとう

（選

訳）

「本日ぬ委員会は、

只今申＿上げた

ー
一

皆悌の御協力をもつてき

わめて円滑忙諮事を進めることができ吐

皆 様 幻 御 協 力 を 感言勢いたし夜す。

委員会は、 これを忌つて閉会いたしさナ。

ご ざ い き

訳）

した，3 J
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インドネジア水域における沖継漁船の操業問題

に言 及 し た い 。

本土漁船についての対インドネツア交渉はよう

やく 最終段階妬きているが、日本政府は、施政権

者たる米国政府の了解をえて、沖縄漁船も本土漁

船と同様の条件で操業できるようインドネジア政

府と 話合 つて いる 。

詳細は事務当局から米大使館に連絡しているの

で、こ の席 では 省略するが、米側においても、わ

が方が本件対インドネジア交渉に折角努力中なる

ことを念頭妬おいて貰いたい。

：さ
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Chairro.an's memo on the proceedings 
of the Fourteenth meeting of 

the Japan-u.s. Consult邦iveCommittee 
on Okinawa 

/ 
q
止

ー

July 1, 1968. 

(P1i1t177 l ,, / , 
.I （兌 mert . en~re low d to . a.ke /~ ~ic七ツ'l?e a撃,'"re~戸く。ツ。四pr'~tip丘）

, ( ('・i、 r f / 

~~ 益~'i'! ー⇔迅 uu~,idL. ©.!l-@oiilll心l\l.•● ,.,..,,!,I』“叫9―

11I should like to open the 14th蘭eetingof the Consulta-

tive Committee on Okinawa.11 

~t~~,-一;_—―↓
"I understand that Ambassador Johnson wishes to introduce 

to us new participants on the United States side. Ambassador 

Johnson, please.11 
.. 

（一:Inte-;咄 rsted.)タ｀

i 

eted)-

introducetl) 

y
 

••• ｛
，
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＂田hankyou very much, .Ambassador Johnson. As Chairman 

of this Commit七eeand also on behalf of the Japanese participants 

to七heCommittee, I should like to express my heart-felt welcome 

ti .. 

to General Urger Minister詔羞er孤r. Snyder and Mr. Cmmingham. 
J } 

し'""""'"●, "ffi J
 

比u,.,"'ootrr,,,,._..,_,,. ●●● ""  

"Now, I should like to consult with you on the agenda 

for today's Meeting. Is their any objection to the adoption 

of'the draft agenda which has been distributed to you? 
___  , ,,-~--卜.....↓ "''・・・・・・ ロ・ヽ•一し・一じ '"""""""・.....鵬」9●, 心•=·-.

｛壬nt.e;℃ pr,e話溢+・-・

~{U.S. -.si.de ... :JJJillにsay.. -t-ha廿士t-羞has··n-o碕b-j·ec-t·ion.) —·

リt↓
.
.
 

~ ~.• 一一~ ~ 亡--

11As there is no objection, I declare that the agenda 

has been adopted.11 

=—~--—•• ~J.-~ ふ-ヤ=~~-.古-,=•-~七--~.―,. ·----~. ~-- -·....、~—ー・—-一

2
 
....!. 

芦呼~w
田he
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The Committee now proceeds to the first item on the 

agenda, 11ITTAIKA between Okinawa and Japan proper.11 I under-

stand tha七 GeneralUnger will make a report ron the activities 

of the Advisory Committee to the High Commissioner~e 

Ryukyu Islands¥in the period since its first meeting of the 

Commit七eeon March 1, 1968. General Unger, Please." 

ヽ 伽憾幽尊 ~"匹己竃心馴I s;;x;, ~ 讐に一ァー~·~

(In七P

-(In ―. \~ ・--·~. ---~~-=-~- ~ r --曹.T'r,_ - ~ ..,....,_,_ 

.~........... - ...... ぐ．心ヰ算,.:.1:--;n-~心て知み

11Thank you very much ＇ General Unger. On behalf of the 

Japanese side, I would like to state that the Japanese Govern-

ment is deeply satisfied with the fact'tha七 theAdvisory 

Committee; by its vigorous activities since its establishment, 

has been making great contributions to the promotion of 11四暉I江

between Okinawa and Japan proper. 

バー`
At 

;' 
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At the same time, I would.like to express my hea~ 七ーfelt

gratitude to you¥)General Unger, .for your understanding and 

cooperation toward the activities of the Advisory Committee. 

The Japanese Government is de七erminedto make further 

efforts in the future to fully utilize the Advisory Committee 

so as to promote ITTAIKA between Okinawa and Japan proper. 

［ 
I understand I Dire・ctor-General Tanaka wishes to e喜 )lain

＼ 

the basic policy of the Japanese Government on the promotion 

of ITTAIKA. Director-General里anaka, :p~ease. 

心江如匹preted}-- -
I
-
m
4
_
1
,
9』
1

,(-Birect0r—Gen.eraL~! 旦anaka,.t-::s _;:f3t at~ ー四eヰ切!-'..: .. , 

(~±ntB L'I)IIO七碕）

シ一

.W 
.JI 



Sta七ementof D』actor-General田anakaon "the basic 

policy for the rromotion of I田TAエ立＂。

ゾ July1, 1968. 

I heard wi七hdeep interest the detailed repor七
I I 

of General Unger on the ac七ivitiesof the Advisory Committee 

for the pェemotionof I兜r.AIKAbetween Okinawa and Japan 

proper ;which have been carried out on the basis of the 

Joint Comm.unique between Prime Minister Sato andPresiden七

Johnson。

On the occasion of my last visit to Okinawa, General 

Unger told melthat Japan-United States cooperation on 

Okinawa has entered into a new era, and that,/in preparation 

for the return of Okinawa to Japan proper; IT田AI硝 measures

should be posi七velypromoted in the days to come. General 

Unger f'urther expressed the wish to make much use of'the・ 

Advisoヰ'fCommittee .for this purpose. 

At 
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At tha七 timeI entirely agreed wit~Geneェal Unger. 

田hestatement which I have now he8: ェdfrom General Unger 

encouraged m,e further. 

On this occasionエwishto expェessmy deep appreciation 

of General Unger's efforts. 

It is my sincere wishしhat,with close cooperation 

＼ 

紐 ongthe Governments of Japan, the United S七atesand七he

Ryukyu Islands,;IT田AIKAmeasures in more specific and 

substantial terms will be posit± ヽrelycarried out in a 

systematic manner. 

2. The details of I兜rAIKAmeasures and the actual program 

of their implementation will be further clarified in a 

report of the Japanese Government Su匹 ey旺ission,which 

has been referred to by General Unger. I believe that 

among IT生AIKAmeasures, the improvement of standards in 

早

'> 
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the specific :fields of administration and welfare in 

Okinawa are particularly important. At the sa正etime, 

from the standpoint of making preparations for the 

reversion of Okinawa1by eliminating frictions or difficulties 

which might arise at the time of reversion, it is also 

important to make careful preparations to change gradually 

the administrative structure of七heGovernment of・the 

national functions';(to structure 

of municipalities into that of .If↓ Hrt-"1'I,!'¥':!"!":_:-. --I唖I:@.municipalities 

.-' 

of Japan proper。 In other words, the importance of 

preparations for identification or integration between 

Okinawa and Japan proper in all institutions including 

administrative and financial fields should not be_for~gotten. 

工nview of these requirements, it is my wish that the 

United 

’’ 
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United States, which main七ains.administrative rights 

over Okinawa, will extend a deep understanding and cooperation 

towards七hesolution of problems which might arise in the 

fut.ure course of promotion of I田田AIKAmeasures .. 

丁~-,~← 
ぅ． 和皿:11.ir 江吐urf~ 七heelections of a Chief Executive 

and members of the LegisTature面手 willbe conduc七ed.

町~;~砂~んら痒~~.ェー亨疇已鱈土ロぞ己一
~ ゴをサー一 broughtabout in Okinawa.. For七hispurpose, 

ぃ~~
the Government of Ja云云ぅ年土 ・ー一直さーま□応cheffort as possible 

in the days to come. In this connection, I wish to t・ake 

this opportunity to r~q11:est the United States to take a 

particularly cautious attitude in dealing with problems 心心
~ ~ 芦必必匂砥

:□三 arourid芦戸t-;-d-S五tごMilitarybases _in 

Okinawa, which became a subje.ct to debate during the 

"' last regular session of the Diet in Japan proper. 

（口~)

" l{J.. r吋 ')w¥M.J,.
叫ふ戸 T~_-·
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血 eCommittee now proceeds to the Agenda item No. 2, 

11The Japanese Government assistance program to the Ryukyu 

Islands for JFY 1969. 金

I understand五mbassadorJohnson wishes to make remarks, 

紐1ba寧；ador Jo皿 sonplease.11 ， 
~~r. -~-•~oc-c=~-~• ・----→ -·.-;-~..--e- ------=--~ 

~.Fe-'t蝉と

ェ土：1'edj 

マ•·--'"山 ・~,.ーコロ-,..='

.__,-------~-=--—~-~--, ., _.,i 

呵 hankyou very much, Ambassador Johnson. 

With respect to the Japanese Government assistance 

program to the Ryukyu Islands for JFY 1969, I am not in a 

position to give a definite repl;J to the suggestion ofi'the 

Ambassador at this stage, because the program is still being 

studied by the Government o;f Japan. However, in the process 

竿

', 
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of determining our assistance program for JFY 1969, the 

Government of Japan will give careful consideration to 

}} 

the Ambassador's suggestion. 

The Com皿itteenow proceeds to the Agenda item 3, 11Diet 

participation. 11 

There is a strong desire on the :part of the Okinawan 

residents to have their views reflected, in some form, in 

the decision-making of the Japanese Government on ma七ters

related to Okinawa, and by doing so to promote ITTAIKA 

between Okinawa and Japan proper in preparation for the 

reversion of administrative rights. 

This desire of the Okinawan residents is well :under-

standable. 

ヰ

；， 
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c
 

rV 1¥ addition, it 1.. s no exaggeratュonto say that since 

the a¥./o'l¥1' uncement of the public election of the Ghief Exe cu ti ve /J 

political questions concerning Okinawa has been centering 

around the question.of "Diet participation11. Accordingly, 

I・think that the :final outcome of this question will have a 
f 

great influence on七hefundamental attitude of Okinawan 

n汀f
 

A
U
 

り
1
/
 

, ,、←
and other problems which would be 1✓n volved domestically. I立．

On behalf of the Japanese side I would like to take this 

opportunity to request a favorable consideration on the 

part of the United States 1 GovernmentJtoward its early 

I 
realization. 

J一心叫なヤ....,.,JT~I
~ み…—.'D~逗,;,,.. -r~ ん．←_,., 



-,·-ャ・·~"吋サ

I wish to add briefly to what Foreign直 nister直 ki

stated on the quest:i'.on這 ofOkinawan participation in the 

deliberations of the Japanese Diet. 

I With respect to the desire-of Okinawan residents!to 

have their opinion reflected.in some for血 inthe deliberations 

of the Japanese Diet:concerning ITTAIKA measures t゚:rfuture 

三戌＿＿ー
progr紐 sfor M!of_£_如四M,-economyof Okinawa, we are in strong 

sympathy with such desire in the light oi'the history to 

date of the islands. 

We are well aware of the fact tha七 thisquestion poses 

numerous difficulties on the United States which maintains 

ad.miヰ strative淫 ghtsover the islands as well as on the 

Japanese side which is to receive Okinawan representatives. 

However, 
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However, in view of the fact that this will become one of 

the greatest poli~ical issues in Okinawa toward this autumn, 

I strongly wish that a mutually satisfactory agreement will 

be reached on this question between Japan and the United 

States at the earliest :possible time. 

'' 
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呵ha立 youvery much, Director-General Tanaka.11 

ー understand that Ambassador Johnson wishes to make 

remarks. Ambassador Johnson please. 
I 

一e4---/" ,,,,/ 
t. 

,~,- -ー・ 一午

Now the No.4. 

I~ 令冷peration

between 

On 

the 

behalf 

of Okinawan fishing 

Indonesian 

of the 

waters. 

Japanese side, 

vessels 

ー

in 

would like 

the 

brief report on the negotiations to date with the 

to 

wa七ers

make a 

Indonesian 

Government. 



ヽ

With respect to the question of operations of Japanese 

fishing vessels in the waters around Indonesia, talks have 

b~ ゞ sincethe end of last year in the Japan-

Indonesia Special Body established in Djakarta. In the 

course of discussions, both Japanese and Indonesian sides 

have reserved their respective legal positions with a view 

to finding a practical・solution on the question. It has been 

agreed so far betwee~the two sides lthat a total of 250 Japanese 

fishing vesse{ゞ ご拿rateand catch~ 望~こ~15,000
辺 □ェニ1左 euse of tons of 

久
harbor facili七ies$300 for~vesse瓜ss 七han 70 gross tonふ

ノ

and約90for a vessel~than 70 gross ton~. However, 

final agreement has not been reached since there are some 

other matters yet七obe solved. 

With respect to Okinawan fishing vessels, the Government 

of Japan has maintained the position that it would be desirable 

•-posi-tion· 

竺・
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／’ 
to bring _about an early settlement か=ー号；ァー：以 the

same formula. 

Accordingly, in the light of the note of the United 

States Embassy dated May 16, the Government o王 Japan:proposed 

to the Indonesian Go'{ernment 

ら~立 叫 払 炉
~ 一0五 th令!'""operationof Okinawan vessels \:l~,""學ー亨鰤畜·瓢直后豆

~asepar~ 占~寄声。fvessels 

令
t " 

and the -8厚~amount o.f catch. . 田heIndonesian Government 

has recently agre€;)d to this proposal. 

田heOki五awanf'ishing industry has expressed the desire 

to secure the annual ca七chof 5,000~ons by 70 fishing・vessels 

on the basis of t;heir past fishing records. Therefore, the 

Government of Japan made a proposal to this effect at the 

心江叫ら心必心

:—--·· 沐-w-,叫“
meeting on .Tune 26-S!'whic~t~ 

砧二五
, t亭~Subseqµently at the meeting on June 29 the Government 

逗

_, .. 

; , 
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of Japan propo_sed to discuss the fishing records of Okinawan 

!, fishing vessels with t_he participation of the representatives 

,' 
of the Okinawan fishing industry. 田heGovernment of Japan 

is determined玉oc.ont·i~ 字。stefforts toward a solution 

which would be satisfactory to all the par七iesconcerned at 

the eari'iest possible time. 
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-← ---(認e孟a:-·N峠妬，—―Ag..:P.e-eme互t--~正葬＆
-- -~-• 皿●●●'"'"し ,;,i』"''""・'--・ I' 

11Finally, I should like to cons1J.1 t with you on the 

Press.Release. A draft press release was prepared at 

o.fficials'level and distributed to you. エshouldlike to 

propose that this press release be distributed to the 

press and explanation be made in accordance with it. Do 

you have any objection to this?11 

F一一↑ ヤ -,~ 耐嘗,_._遍-・軍--~--ーょfヽ喰__.,.,_;c-さふ_,,•. ~,,... べ‘鴫ゞ～ぶ'"呵--蒼・=ぐ・・・・-・心,,....,~ャ:—v""'''、一~- """-: 心 ~--,-· ヽ 9 會.,,,,-,-~-·---·-··~'-... ,. 名い応：，.，，しい-~サー， -e• •·' 

.)  ., 
t(圭aterp:pe七ed・・.,,:・

/ / ,I 
（団heU •. S. side will iもoncur,/in・the芦opos・a1

,, ..... ,~~·~ こ-・-・'-',≫.,_,.____~. / ( し）
·匹,.』.:,o,~,- みら：.,, さぷ如苓；， ccc,·;c心ム,---,~で~~,.,,.,..,,,,..,か~,=.,,•~,,.,-,,•~=·.~•a·,s•、~-,--~--·—~-···. 

11Then, it is agreed that the press release will be 

handled along the line I just mentioned.11 

りp./ete~□□,.アーフ-~/r
/ ,/ / ,, ,,. 

/ _,; 
/ .-・_,.,. 
~!'・,' • グぶ, 7-/ (Clpsing)ず'(,.: - / .-

．．心マベマ，__., .. -. ・- {.- -や~-"'~ャo,,ベ~---.... -~---"~~--~---・" ...... 言,.;.,.,,c.·~, .... ・～ダ,,......... ~ に-"-'"曾... __ぶ·,..,-<ょ"""''-'·'--='~~=

11I should like to express to you all my appreciation 

for your co-operation, which has made the smooth proceeding 

of 

;' 
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of t~is meeting possible. I now wish to announ~the closing 

of the 14th meeting of the Consultative Committee疇

田hankyou very mucに＂

⇔奴6巧匹痣姐,_)-—-

; , 



工wishto refer tot.he ques七ionof fishing o_peェ・ations

by Okinawan vessels in waters betweenエndonesianIslands. 

Our negotiations vii th'Indonesia with respect to 

Japanese fishing vessels are now approaching to a final 

stage, and at the same time, with the approval of the 

Government of the United States, which maintain administra-

ti v.e rights over the isl ands, our Government is engaged in 

talks with the Government of Indonesia in ordeヱ・tomake it 

possible for the Okinawan fishing_vessels to operate under 

conditions similar to those which will be applied to 

Japanese fishing vessels. 

I 戸hallnot go in七odetails on this question because 

tねeUnited States Embassy is being kept informed by our 

officers ,in charge, ・but I want you to keep in mind that our 

Governmeni:i is making its utmost efforts on this question in 

our negotiations with Indonesia. 

; , 


